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５月に入り、急に暑い日が多くなりましたね。
園庭では、子どもたちが早くも水遊びをしたり、アウトドアイーゼルで絵の具遊
びを始めています。
そこで、今月は色にちなんで、ちょっと変わった絵本 『こんにちは あかぎつね』
を紹介したいと思います。
かえるのぼうやがお誕生日にいろいろな動物や虫を招待します。しかし、赤ぎ
つねを招待したはずが、緑ぎつねが来たり、紫ちょうちょを招待したはずが、黄ち
ょうちょが来たり、全く違う色の動物たちがやってきます。でも、よくみると・・・・
あら不思議！ちゃんと招待した色の動物たちでした。 色覚、脳と心の世界の不
思議が体験できるユニークな絵本です。

緑のハートが見えるかな！？
① よく光のあたる明るいところで見ましょ
う。

② 赤いハートの中にある黒い点をよくみ
てください。めを動かさずに、ゆっくり
十まで数えてください。

③ それから 右の白いページの中央にある
点を見ます。こんどは 三つ数えます。

すると、点のまわりにかすかな緑色のハー
トが見えてきます。もし、見えなかったら、も
う一度やってみてください。しずかに落ち着
いてやりましょう。

この絵本を読み始める前に、注意事項が記載してあります。それは、最初に書かれている「この本を楽しむため
に」という箇所です。ここは、ぜひ声に出して読んでください。一緒にご覧になるお子さんにも、聞こえるように
お願いしますね。なぜなら、お話しを楽しむ準備をしてもらうためなのです！（内容は、下枠の通りです）
ここを読みとばしたら、何が何だかさっぱり分からない絵本になってしまいます。ちょっとした、コツと集中力
がいる絵本なので、保育園児も楽しむことができるのかな～？と不安でしたが、最初は「？？」だった子も、だん
だんコツをつかんで「あ～、見えた！見えた！」と喜んでみていました。逆に見えない子は、「えー見えない！」と
いいながらも、集中力を高めて、見えるまで頑張る姿もありました。大人も、見えると本当にうれしいものです。
この絵本の作者は『はらぺこあおむし』でおなじみのエリック・カール氏です。『はらぺこあおむし』とは、ちょっ
と違った作風のこの絵本。でも、読む人に笑顔と驚きをとどけてくれること間違いなし！おすすめの絵本です。


